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   A case of milk of calcium renal stone is reported. The patient was a 24-year-old woman 

who complained of dull flank pain on the right side. 

   A plain film of the abdomen revealed a right renal stone, which showed peculiar radio-

pacity of a half-moon shape in the upright position. 

   The operation was performed on July 6, 1984. Postoperative chemical analysis of sand 

granules showed calcium oxalate and calcium phosphate. 

Key word: Milk of calcium renal stone

緒 言

Milkofcalciumrenalstoneは,1959年Ho-

well1)が,命 名 して以来多数 の結石像 と単純 レ線 像の

体位変換に よる特徴的変化が診断に用 いられてい る.

最近本症の1例 を経験 したので,報 告す るとともに若

干の文献的考察を試みた.

症 例

患老:24歳,女 性

主訴1右 側腹部鈍痛

家族歴:特 記すべ きことな し

既往歴123歳,虫 垂炎(手 術)

現病歴11984年1月 中旬に 胃部不快 感を訴え 胃腸透

視 を うけ,そ の際 右 腎結 石 を 指 適 され 当科 を受 診.同

年1月 中 旬 よ り右 側 腹 部 鈍 痛 が 出 現 し持続 した ため,

精 査 目的 で入 院 した.

現 症:体 格,栄 養 は 中等 度 胸 部 理 学 的 所見 に 著 変

を認 め ず 。 腹 部 は 平 坦 ・軟 で右 側 腹 部 に 軽 度 の圧 痛 を

認め た.

入 院 時 検 査 所 見

血 液 一 般 検 査;RBC435×lo4/mm3,wBC8,200/

mm3(百 分 率 に 異 常 を 認 め な い),Hbl3.39/dl,Ht

39%,ESR1。14mm,2。32mm.

血 液 化 学;TP6.99/dl,AIGL76,zTT2.1,TT

o.8,BuNIImg/dl,GoTgu,GPT5u,uric

acid5.2mg/dl,Nal40mEq/L,Cllo8mEq/L,Ca

4.7mEq/L,P3。7mg/dL
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Fig.2.DIPlo分 像

尿 所 見;yellow,clear,ph6,proteine,sugar

Q,Ca140mg/day,P290mg/day,Uricacid9.20

mg/day.

尿 沈 渣;RBC6-8/HPF,WBC3-6/HPF.CAST

O.

X線 検査所 見;腹 部単純 レ線像に てFig.1aの よ

うに,第1腰 椎下縁右方にほぼ円形の濃淡不均一 な石

灰化陰影 が認 められ る.こ の石灰化陰影 は立位でFig.

lbの ように約7cm下 降 し,鏡 面像を呈す る.ま た

DIPIO分 像にて 胃腸透視時のバ リウムを残 している

が,左 右腎 とも排泄良好 で左腎には特に異常所見を認

めず,右 腎には上 腎杯 の一部が 円形に拡張 し腎孟 との

交通性が認め られ る(rig.2).
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以 上よ り,右 腎に 生 じたmilkofcalciumrenal

stoncと 診 断 した.

乎術 所 見 ・1984年6月6日,全 身 麻 酔 下 で 右腰 部斜

切開に て腎 に 到達 した.上 腎 杯 に 一・致 して 腎 表 面が 陥

凹 して お り,周 囲 の 腎組 織 は 白 く硬 化 して い た.陥 凹

部周囲 に 沿 い 腎組 織 を結 石 と と もに 切除 し,腎 創 部お

よび 腎孟 粘 膜 を縫 合 閉 鎖 し術 創 を 閉 じた.

摘 出標 本1摘 出 した結 石 は 砂 粒 状(Fig3)で 赤 外

線 スヘ ク トルに よる結 石 分 析 の結 果 は 修 酸 力 ・レシウ ム

77劣,燐 酸 カル シ ウム23%で あ った,

術 後経 過 は 良 好 で,2週 間 後 に 軽快 退 院 した,

考 察

本症 はPomerantzら2)昏 こ よ り,結 石 介 在 部 が

pyelogcniccystIノ 」に あ り特 に 明 らか な 自覚症 状 ・腎

機 能 の 低一ドを認 め な いcystictype(C型,嚢 胞型D

と,大 部 分 の 腎 杯 が拡 張 し尋(腎症 を お こ したhydro-

ucphrotictgpc(Hlip,水 腎 症 型)と に 分 類 され て い

る.今 回 わ れ わ れ が 調 へ え た 本邦 報告 例は 自験 例 を 含

め て71例 で あ り,こ れ らの 症例 に つ い て以 ドの 文献1白

考察 を 試み た.

1.年 齢 と性 別(Fig.4)

全体 と して30歳 代 を 頂 点 に20歳 代,40歳 代 に 多 く,

男性 で は20歳 代に 女性 で は30歳ft,斗o歳 代 に 多 く認 め

られ て い る.

2.年 齢 と 病型(TablcD

嚢 胞 型 で は30歳 代 に 多い の に 対 し,水 腎症 型 ては20

歳 代に 多 く認 め られ て い る.

3.主 訴(Table2)

嚢 胞 型,水 腎症 型 と もに 腰 部 痛 ・側腹 部痛 か 多 く,

一 部に 腹 部不 快 感 ・膨 満 感 が認 め られ ,そ の他 発熱 。

高 血 圧 一血1尿 ・蛋 白尿 な どが報 告 され て い るが,水 腎

症 型 のほ うが 強 い 白覚症 状 をみ て い る.

4.発 生部 位(Tablc3)

嚢 胞 型 では 記 載 の あ'・た30例 中17例(57%)と ト極

に 多 く,水 腎 症 型 て は6fail中41%il(67%)と ド極 に 多
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く認め られ てい る.

5.治 療 内容(Table4)

嚢胞型 ではあ きらか な記載 のない ものを除 くと35%

が経過観察のみであ り,更 に嚢胞穿刺術に とどまった

ものをこれに含む と49%に 達す る.し か し,水 腎症型

では腎摘除術が56%と 多 く腎部分切除術は13%と なっ

ている.こ れは嚢胞型 では病変が腎の一部に 限られ て

お り,腎 機能に異常を程す ることも少ないので保存的

治療が主 であ るのに対 し,水 腎症型では他に結石を併

発 した り腎機能障害 を招 いた り腎孟腎炎 などの合併 も

み られ るため,腎 臓 の手術が多 くな ると思われ る,嚢

胞型 では臨床症状のない場合経過観察で よいとされ て

いるが,自 験例の場合疹痛が持続するため手術を施行

した,

6,結 石成分 と発生原因(Table5)

燐 酸塩 を主成分 とす る結石は,嚢 胞型で83%に 達 し

水 腎症型 でも64%と 多 くを 占めている.mの 尿路結

石 では,70%が 蔭酸 カルシウムや燐酸 カル シウムが主

成 分と言われているが,本 疾患では燐酸塩が75～83%

と多 くを 占めているのが特徴的である.

本症の成 因 として,一 般に2つ の説す なわ ち感染説

とコ ロイ ド説 が唱え られ ているが,両 説 とも成立条件

として腎病変 か尿の うっ滞が あるものとしてい る.ま

ず感染説 とは,尿 路感 染が おこ り尿中に化学変化が生

じそのため結 石が形成 され るとす るBerg3)の 説であ

り,コ ロイ ド説 とは,cystの 内容液が濃縮 して コロ

イ ド状 とな り膠 質粒子 を核 として結石が形成 されると

す るRudstrom')の 説 である.自 験例の場 合,あ き

らかな尿路感染 の既応 もな く,ま た結石の主成分 も修

TableI.年 齢 と病 型

年齢 嚢胞型 水腎症型 合計

^-190

20～29罰

30^3919

40^-4913

50^-595

60^-694

70～3

0

6

1

z

3

z

i

0

17

20

15

8

6

4

合計 55 15 70

(他に型別の記載なし1例)

Tablc2.主 訴

症状 嚢胞型 水腎症型

腰部痛 ・側腹部痛

腹部不快感 ・膨満感

その他の症状

28

7

発 熱 ・高血圧 な ど

7

2

血尿 ・蛋 白尿 など

Table3.発 生 部 位 Table4.治 療 内容

嚢胞型 水腎症型 合計 嚢胞型 水腎症型 計

上極

上中極

中極

中下極

下極

記載なし

17

a

4

可

8

25

0

1

0

1

4

9

17

t

4

2

12

34

合計 55 15 70

経過観察19

嚢胞穿刺術7

嚢胞壁切除術8

腎摘除術4

腎部分摘除術8

記載なし8

その他1

0

1

0

8

2

0

4

19

8

8

12

io

8

5

(他に型別の記載なし1例) 合計 55 15 70

(他に型別の記載なし1例)

Table5.結 石 成 分 と発 生 原 因

結石成分 翼胞型 水腎症型 合計

燐酸カルシウム

燐酸カルシウム十篠酸カルシウム

燐酸カルシウム十燐酸アンモニウムマグネシウム十炭酸カルシウム

燐酸アンモニウムマグネシウム

確酸カルシウム

葎酸カルシウム十 リン酸アンモニウムマグネシウム

炭酸カルシウム

17

4

0

5

5

0

0

3

2

i

3

2

1

t

zo

6

1

8

7

1

t

合計 31 13 44



守 屋 。ほ か:Milkofcalciumrenalstone

酸 ヵル シ ウ ムで あ った こ とか ら,感 染 説 よ りコ ロイ ド

説 が合 致 す る と考 え て い る.し か し,砂 状 ・milk状

とな る要 因 は 不 明 と言 わ ざ るを え な い.

結 語

24歳,女 性 の 右 腎 に 発 生 し たmilkofcalcium

renalstoneを 経 験 した の で,そ の概 略 を報 告 す る と

ともに 本症 に 関 す る 若 干 の文 献 的 考 察 を 加 え た.
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